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議 事 日 程 

令和７年３月５日（水）午前９時30分開議 

日程第 １ 町政運営方針に対する質問 
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開議 午前９時30分 

 

○議長（永並 啓君） 

  皆さん、おはようございます。 

  ただいまの出席議員は10名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより

本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程はお手元に配付のとおり

であります。 

  日程第１「町政運営方針に対する質問」

を行います。 

  質問者は、質問者席に登壇して質問を行

ってください。 

  順次発言を許します。 

  質問時間は、答弁を除いた15分以内とい

たします。 

  管野英美子議員を指名いたします。 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  皆様、おはようございます。 

  ６番、無所属の管野英美子でございます。 

  町政運営方針に対する質問をさせていた

だきます。15分という短い時間なので、お

おむね一問一答、この後は予算特別委員会

や一般質問でさせていただきます。 

  初めに、上浦町長が就任されて２年がた

ちます。こんなはずではなかったスマート

シティ事業です。企業主導で進められたの

で、住民目線での事業ではありません。監

査委員さんからも厳しいことを言われてい

ます。未入金の１億3,518万1,000円も解決

していません。３月末ＫＰＩの検証を終え

た後は、上浦町長の施策として残すものは

残す、しっかりと精査していただきたいと

思います。ダイオキシン類を含む廃棄物の

問題はあと少しです。前町長時代に地域の

方への説明がちゃんと終わっていないのに

報道陣を集めて記者会見、それから何も進

まなくなって、上浦町長町政下ではマイナ

スからのスタートだったのではと思います。

よくここまで進めていただいたと敬意を表

したいと思います。この先も人口減少の中、

財政難、公共施設再編と学校跡地利活用な

ど問題は山積していますが、一歩一歩進め

ていただきたいと思います。 

  では、質問に入ります。 

  基本指針１「住民主役のまちをつくり出

す“ひとづくり’’」についてです。 

  １．町の未来につながる教育の推進です。 

  ８ページです。不登校の児童生徒の居場

所づくりと学びの場の整備、小学校ではあ

んなに元気にしていたのに、風の便りで中

学校に行っていないと聞いたことがありま

す。中学校の卒業式では、校長先生がこの

後、個別に校長室で卒業証書を授与します

と聞いたこともあります。さらに、はたち

のつどいにも来ていなかった。あの晴れや

かな場所にも行けなかった子も知っていま

す。今回は少しの予算ですが、継続的に予

算化されているようです。その体制と進め

方をお聞かせください。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  おはようございます。 

  小中学校における長期欠席者数は日本全

国で約49万3,000人、このうち不登校児童生

徒数は11年連続で増加し、約34万6,000人と

過去最多になりました。 

  本町におきましても、長期欠席者と不登

校児童生徒は増加傾向にあり、学校に行き

にくかったり教室に入りづらかったりする

児童生徒への居場所づくりと学びの場の設

置を行うことが早急に必要だと考えていま

す。不登校児童生徒が学びたいと思ったと

きにいつでも学ぶことができるよう、まず

学校の中で学級以外に設置する校内教育支
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援ルームと、学校以外の場所に設置する豊

能教育支援センターを整備し、個々の児童

生徒の状況に適した多様な支援につなげる

ことを目指しています。 

  校内教育支援ルームにつきましては、そ

れぞれの中学校に週３日から４日程度、教

員免許を持つ校内教育支援員を配置すると

ともに、支援員が配置されない日も教員な

どによりできる限り対応する方向で考えて

います。 

  教育支援センターにつきましては、令和

７年度は西公民館に週２回、中央公民館に

週１回配置する予定です。 

  今後、公共施設の再編を進めるに当たり、

教育支援センターの設置場所についても検

討するとともに、将来的には福祉部局との

連携も視野に入れ、年齢に関係なく全ての

子どもたちへの支援を総合的に行っていき

たいと考えています。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  徐々に考えていただいているということ

はうれしく思いますが、西公民館週２回、

中公週１回で、教職の免許を持った方がと

いうことで、少しの予算です。18万3,000円

なんですけども、これは予算委員会で伺い

たいと思います。 

  次の質問です。９ページです。西地区の

こども園についてです。 

  以前から一般質問でも疑問に思っていた

ことなんですけれど、保幼小中一貫教育と

いうのができるのか、とても疑問に思って

います。義務教育学校の方針に従えるのか。

今、教育委員会では基本指針を策定されて

いますが、民間の施策を尊重するのか、ど

のように協議されるのでしょうか。場所は

子育て審議会の提言がありますが、そのと

おりの義務教育学校の近くでなくてもよい

のか。保幼小中一貫教育がやりにくくなら

ないのか。全体のお考えをお聞かせくださ

い。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  西地区の認定こども園につきましては、

現在、幼保連携公私連携型認定こども園と

して設置する方針を決定しています。また、

運営法人を選定する際の条件として、町が

取り組む保幼小中一貫教育に継続して取り

組むことを盛り込む予定をしております。 

  保幼小中一貫教育において目指す子ども

像として、「豊能町に誇りを持ち、自信を

持って社会を生き抜く子ども」を地域とと

もに育てるためには、新しい認定こども園

も地域の一員となって責任を果たすことが

必要だと考えています。認定こども園は、

学校教育につながる学びの基礎づくりの場

であると考えております。このため、幼少

期から豊かな学びと豊かな心の育成のため、

主体的、対話的で深い学びが実現するよう

な保育・教育に取り組むことが重要です。

運営法人には、豊能町の保幼小中一貫教育

の理念を取り入れつつ、独自の施策を実施

することにより、豊能町の未来を担う子ど

もたちの育成にともに取り組んでいただく

予定です。運営法人を選定した後、法人、

保護者及び町の行政による三者協議会にお

きまして、保幼小中一貫教育も含めた保育

内容について継続的に協議を進めていく予

定です。また、運営法人の保育士にも、町

が実施する保幼小中一貫教育に関する会議

や研修への参加を求めていきます。 

  設置場所については、義務教育学校の近

隣が望ましいと考えているところですが、

西地区の公共施設再編と一体的に検討を進

めていきたいと考えています。 
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○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  １点だけ聞かせてください。今議会で選

定委員会の設置の条例が上程されています

が、その選定委員会ではやはり義務教育学

校の方針をもとに進めていかれるのか、そ

の点だけお聞かせください。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  運営法人の選定委員会につきましては、

先ほどおっしゃったような保育の内容につ

いても議論をしていきますが、ほかにもい

ろいろな認定こども園を設置に当たって、

保護者からの御要望であるとか、私ども町

が考えているところとかを運営法人と話合

いをして、なるだけ私たちの要望にお応え

できるような形で考えていけたらと思って

います。その中で保幼小中一貫教育ってい

う形でどのようなことができるのかにつき

ましては、私どもの考えももちろんお伝え

はするんですけれども、その運営法人とし

てもし保幼小中一貫教育ができるのであれ

ば、例えばこういうことができるとか、そ

ういうことも含めて考えていきたいと思っ

ています。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  答弁をしていただくとまたまた疑問が湧

いてくるんですけれど、これは私、私もも

うちょっと勉強して６月議会に、今回は通

告しておりませんので６月議会にちょっと

質問したいと思います。 

  続いて、３の安心して子どもが産める環

境づくり。12ページです。 

  留守家庭児童育成室の再編です。この問

題も私は何度も質問していますが、西地区

の３小学校が一つになります。長時間働く

保護者が増えてきて、放課後には多くの児

童を預かることになります。議員総会で図

面を見せていただいて、２部屋あるようで

すが、総勢100名ほどになると伺いました。

場所は大丈夫なのでしょうか。また、体制

づくりをどのようにお考えなのかお聞かせ

ください。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  令和８年４月、東西両地区の義務教育学

校に合わせて留守家庭児童育成室の再編を

予定しています。西地区につきましては、

吉川、光風台、東ときわ台の３育成室を統

合します。育成室は義務教育学校内に設け、

100人程度の利用を想定しています。図面上

ではございますが、約250平米の面積を確保

しております。令和７年度につきましては

その中で必要な施設整備を進めるとともに、

運営方法についても最適な方法を検討して

まいる予定です。 

  育成室の支援員の体制につきましては、

現在保護者や子どもたちのニーズも多様化

する中で、特に西地区におきましては育成

室の施設規模自体が拡大するというところ

も考慮した上で、現在の支援員の配置を基

本といたしますが、任用形態も含めて今後

体制を考えていく必要があるというふうに

思っております。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  よく幼稚園や保育園で、保護者も教育し

なければいけないということを伺っていま

すが、私も留守家庭児童育成室にちょっと

お邪魔したときに、引取りっていうんです
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か、迎えに来られた方が、普通はありがと

うございますと言うはずなんですけど、す

っと子どもを連れ去って帰るみたいな、そ

ういうことが日々行われている。支援員さ

んもやっぱりありがとうの一言があったら

気持ちもゆるぐんでしょうけども、日々ぽ

んと肩叩いただけで暴力振るったとかって

言われるような状況なんです。 

  これも９月議会で私、質問したんですけ

れども、やはり正職員を入れていただきた

いなと思うんですね。やっぱり役場から吉

川中学のところまで行くのにやっぱりタイ

ムラグがあるんで、しっかりとやっていた

だきたいんですが、もう一度お聞かせいた

だけますか。正職員を入れるかどうかです。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  先ほどと同様の答弁になるかと思います

が、任用形態も含めて留守家庭児童育成室

の体制については、今後考えていく必要が

あると思っております。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  次の質問にまいります。 

  町を好きと思ってもらえる移住・定住促

進。13ページです。 

  2025年大阪・関西万博での大阪ウィーク

での豊能町の魅力をＰＲとはどのようなも

のですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  おはようございます。 

  お答えいたします。 

  いのちの輝く未来社会のデザインをテー

マに、大阪・関西万博が令和７年４月13日

から10月13日の184日間、大阪夢洲で開催さ

れます。大阪ウィークにつきましては、万

博開催期間中の春夏秋の３期にわたって大

阪の魅力を国内外に発信するイベントとな

っております。春では地域の絆、夏では世

代の絆、秋では世界の絆をテーマにそれぞ

れ10日間程度行われる予定となっておりま

す。 

  春の大阪ウィークでは、地域の歴史、伝

統文化、特産品、工芸品などの披露や実演、

体験などを行う場となっており、大型展示

会場のＥＸＰＯメッセや屋根付き野外ステ

ージのＥＸＰＯアリーナにおいて、町内で

活動いただいている団体に御参加いただき、

豊能町の魅力を発信してまいりたいと考え

ております。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  具体的に決まっているんならお答えいた

だきたいんですけど、先日ちょっと控室で

話してたんですけども、豊能町で有名な人

っていったら高山右近か大西ライオンさん

か後藤威尊さん。大西ライオンさんと後藤

威尊さんは所属があるんで、そう簡単に来

てとかっても言えないんですけども、豊能

の魅力をどのように発信していくのかお聞

かせください。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  先ほど言いました５月の９日から11日の

間に開催されます地域の絆、これは春の大

阪ウィークの中で、町内で活動いただいて

いる団体の方に魅力の発信する、参加を今

働きかけているところです。ただ、まだい
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つの時点で御披露いただくのかいうのがま

だ調整中でございます。あと、また先ほど

管野議員からも団体さんのお話ありました

が、活動している団体さんとも一応打診は

しておりますので、進めていってるんです

が、まだ最終決定ではございませんので、

またその際にはまたお知らせを議会の方々

にもしていきたいと思っておりますので、

現時点ではまだどの日に何をというところ

までははっきり決まっておりませんので、

また決まりましたら御案内等々差し上げて

いきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  大変、宣伝が下手だなと思うんですね。

新聞を私は後ろから読むんですけど、北摂

っていうところをとても楽しみにしてるん

ですけど、悪いことしか載ってないような

印象があるんです。特に、先日も東能勢中

学校が豊能町の竹問題を、わくわく・どき

どきＳＤＧｓジュニアフォーラムですばら

しい発表されたようですが、報道がされて

いません。学校だよりで見せていただいた

り、教育委員会会議を傍聴したときに報告

をされていただけです。 

  吉川中学も恒例となったスマホ教室、最

初はＮＨＫも報道していただきましたが、

もう６回も数えると報道されません。とて

も下手だなと思います。私はあの花嫁行列

を妙見口駅から大阪梅田駅まで、その格好

で行ってほしいなと思うんですね。 

  今、阪急電鉄の社員さんが豊能町で働い

てくださっている。だから妙見エクスプレ

スをその日１便だけ走らせてもらえないか

なと思っています。心配事はときわ台と光

風台駅のホームが短いこと、ドア開いたら

落ちるでっていうことで、そういうことも

検討をしていただきたいなと思うんです。

若干自虐ネタかもしれませんけど、報道さ

れるということとても大事だと思うんで、

ぜひ検討してみてください。 

  同じく13ページです。トヨノノレポータ

ーやトヨノノＰＯＲＴＡＬでの発信、せっ

かくの発信がホームページが見にくいこと

によって無駄なように思えています。また

ここ何年かは季節ごとに行事ごとに同じよ

うな投稿があります。地域には行政が関わ

らなくても魅力を発信している人が大勢い

ます。ホームページの整備が先だと思いま

すが、どのようにお考えですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  町のホームページにつきましては、トッ

プページにおきまして掲載内容を分野別に

分類してございます。現状の分類につきま

しては、一部重複しているものもあるため

今後分類等を再編していく予定でございま

す。併せましてトップページの配置やデザ

インの見直しも行い改善をしていく予定で

ございます。また、できましたら早い時期

に、令和７年度の早い時期にはそのような

改善をしていきたいと今、検討しておると

ころでございます。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  この件も一般質問で質問したんですけれ

ど、その都度見にくいってもう事務方のほ

うに言いに行ってるんですけど、なかなか

改善されませんのでしつこくこれからもや

りたいと思います。 

  続いて基本指針３「緑の中で楽しく暮ら

せる“まちづくり”」についてです。 
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  １の住民の生活の質（ＱｏＬ）向上を目

指したコンパクトなまちづくり。16ページ

です。 

  運転免許証を自主返納した高齢者を対象

に、移動に係る公共交通機関の運賃の補助、

返納したその年だけでしょうか。よく決意

されましたねということなんでしょうか。

お考えをお聞かせください。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  御質問の、運転免許証を自主返納した高

齢者を対象にした移動支援事業でございま

すが、今回の運賃補助対象とする公共交通

機関につきましては、バス運賃の補助とい

う形で、移動手段の確保と利用促進も兼ね

て実施する考えでございます。 

  具体的には、令和７年の４月１日以降に

運転免許証を自主返納された65歳以上の高

齢者を対象として、ｈａｎｉｃａはんきゅ

うグランドパスの購入費、又はｈａｎｉｃ

ａカードのチャージ金額の一部を助成する

ことと考えてございます。 

  今回は自主返納された年度の１年間を対

象とした予算を上げておりますが、現在は

そのような形で実施のほうを見込んでござ

います。 

  あと助成金額につきましては、ｈａｎｉ

ｃａグランドパスの購入は上限１万円、ｈ

ａｎｉｃａカードのチャージについては上

限6,000円とし、予算の範囲内で実施する予

定でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  とてもいいことだと思うんですけど、こ

れぐらいのことで運転免許を返納するかっ

て思ったら、きっかけとはなるとは思うん

で様子を見てみたいなと思います。 

  続いて、人が活躍できる地域コミュニテ

ィづくりです。18ページです。 

  ここには例としてこども食堂のことが書

かれてありますが、この町にはボランティ

アをされている人が大変多くいます。私も

学校支援のコーディネーターをしていたと

きに、放課後教室ではおおさか元気広場、

大阪府の補助金が出ていましたので1,000円

の謝金が出ていました。しかし、読み聞か

せやミシンの指導の補助に行ったときは無

償でした。両方手伝ってくださっている方

もいますが、放課後のサポーターには黙っ

ててと言ったときもありました。今は両方

とも無償でやっていると思うんで、学校の

中では穏やかかもしれません。 

  また、光風台小学校では無償で働くとい

うことを習慣づいていたということもあり

ましたので、コロナ禍では給食のお給仕も

補助金があるにもかかわらず謝金を出して

いなかったということがあります。それは、

当時の佐久校長先生と管野さんが作り上げ

たとかって言われているんですが、無償で

働くことをサポーターも承知していたし、

学校への感謝の気持ちだと言うていただき

ました。 

  ところが今こうやってボランティアをす

る人と、それは幾らもらえるのって言う人

がいるんです。コーディネーターのときも

黙っててっていうのが、それが私の仕事だ

ったと思うんですけれど、町はどのように

まとめていかれるんですか。難しいことで

すけれど、何か考えがあればお聞かせくだ

さい。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 
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  お答えいたします。 

  有償のボランティアと無償のボランティ

アの取扱いの違いについての御質問かなと

思っておりますが、基本ボランティアの方

は無償でやっていただくいうのが基本の考

え方かなと。ただ、ボランティアさんのニ

ーズというんですか、その供給というんで

すか、そういう状況も踏まえると、ボラン

ティアさんがいらっしゃらないような取組

も出てこようかなと思います。その場合は

やはり一定のボランティアの内容にもより

ますけど、ここまでしていただいてという

ような考えもあるかと思いますので、そこ

は事業の担当部署と協議して、あるいは住

民の方々の意見も踏まえながらその都度判

断していくべきかなと、このように考えて

ございます。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  決算のときに、先ほどの質問にもありま

したように、トヨノノＰＯＲＴＡＬという

ことで100万円ぐらい決算で上がってたと思

うんですけれど、これは私たちでも、議員

の中でもフェイスブックしてる人がいるし、

日々発信している人もいるし、とよの大好

きさんという個人の方が豊能町をいっぱい

発信してくださっています。私どもの科学

工作教室もこういう行事を宣伝していいか

という問合せも来ているんですね。ですか

ら、ここのところもそうなんです。トヨノ

ノＰＯＲＴＡＬも含めて、無償が優先とは

言いませんけれど、うまく精査していただ

きたいと思うんですけれど、もう一度お考

えをお聞かせください。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  本町では様々なボランティアの活動や、

積極的で、自発的にまちづくりに関わろう

とする方々が数多くいらっしゃいます。御

質問の趣旨につきましては、本町のまちづ

くりに関わる取組をされている方々や団体

などで、町から委託を受けている団体のほ

かに自主的な取組を活動に展開されている

方々についてどのように町は関わり連携し

ていくのかということが、そうした観点で

お答えをさせていただきます。 

  本町におきましては、かねてから町に愛

着を持ってそれぞれの活動を通じて、より

よいまちづくりに関わろうとする方々が多

くいらっしゃると思っております。また平

成26年11月に策定した第１期の豊能町ま

ち・ひと・しごとの創生総合戦略がござい

ました。この取組を推進するプランにより

まして、地域ぐるみの戦略の推進として、

行政はもとより住民や地域団体の事業者な

ど地域の多様な主体による連携・協働とと

もに、関連する施策を展開してきたところ

でございます。町といたしましては、こう

した事業のうち大きな枠組みとして豊能町

シティプロモーションという中で、現在ま

ちづくりに積極的に関わろうとする方々の

団体の活動を支援する事業を展開してまい

りました。これらの事業の中には、町の内

外を問わず住民の立場から町の魅力を、自

由な感覚を持って、ポータルサイトで発信

するトヨノノレポーター事業や、住民自ら

がやりたいという夢や思いを応援し、実現

するためのスタートアップ支援として展開

してまいりましたトヨノノドリーム、ある

いはトヨノノ応援会などの事業を通じて現

在も活動を継続・成長させて展開している

方々や団体がございます。町といたしまし

ては令和５年３月に策定いたしました、こ

れまた引き続きなんですが、第２期の豊能
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町まち・ひと・しごとの創生総合戦略にお

きまして、基本目標として掲げております

「住民主役のまちをつくり出す“ひとづく

り”」、町のことを好きになるシティプロ

モーションとして一層推し進めてございま

す。行政はもとより住民や地域団体、事業

者などの地域の多様な主体による連携・協

働を通じて、様々な住民や団体の積極的な

まちづくりに関する取組を支援してまいり

たいと思ってございます。 

  経費をかけている団体とそうでない団体

の違いがございますが、公平性に欠けるの

ではないかとかいうような御質問であろう

かと思っておりますが、町が業務委託して

いる団体につきましては、町にとって必要

な業務を一部を委託して実施しているもの

でございます。先ほど言いましたシティプ

ロモーションも積極的に町として町の魅力

発信する、そういう取組が必要であるとい

うことは、まち・ひと・しごとの創生総合

戦略にも掲げておりますので、その辺は町

が一定の主体性を持って魅力発信をする機

会も必要であろう。その一部を民間のノウ

ハウを活用して委託を行っておるという状

況でございますので、自立して町を発信し

ていらっしゃる、ＰＲをしていただいてる

団体もたくさんございます。ただそのきっ

かけづくりとして、町が主体となってそう

いう魅力発信の手段のサポートをする、そ

れも重要かなと思ってございますので、そ

の辺の御理解はよろしくお願いしたいなと

思っております。 

○議長（永並 啓君） 

  管野英美子議員。 

○６番（管野英美子君） 

  答弁は要らないんですけど、無償でやっ

ている人の意欲をそがないでいただきたい

なと思うんです、私は黙っててっていうこ

とを言いましたけれど。 

  あと、お金のこととかもありますので予

算特別委員になれるようなので、そちらで

また質していきたいと思います。 

  これで終わります。ありがとうございま

した。 

○議長（永並 啓君） 

  一応決算の中でもいろいろこの問題は意

見として出ていますので、それをどのよう

に反映されているのかということはしっか

りと明確に、予算特別委員会の中で示して

いただきたいと思います。 

  以上で管野英美子議員の質問を終わりま

す。 

  次に、永谷幸弘議員を指名いたします。 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  皆様おはようございます。 

  ただいま議長より御指名をいただきまし

た、７番・公明党、永谷幸弘でございます。 

  これより2025年度町政運営方針に対しま

して、通告書のとおり質問させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

  まず初めに運営方針の７ページにござい

ます基本指針１「住民主役のまちをつくり

出す“ひとづくり”」の中にございます、

８ページに１番のまちの未来につながる教

育の推進がございまして、その中に、「子

ども一人ひとりの能力を最大限に引き出す

教育を積極的に行うことにより、それぞれ

の能力に応じた社会で生き抜く力を身に付

けることのできる教育を実践します。」と

ございます。読んでみましてもちょっと抽

象的なことなので実際にどういう教育をさ

れるのか。その点の具体的な内容について

お伺いいたします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 
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  子どもたちはそれぞれに学びのスピード

や興味、関心、得意、不得意などが違いま

す。子どもたち一人ひとりの能力を最大限

に引き出すために、自分の力で考える「個

別最適な学び」と、ほかの児童生徒と協力

して考える「協働的な学び」を一体的に実

施することにより、自ら学び考える力を身

につける教育を実践していきます。具体的

には、地域の豊かな教育資源を活用した体

験的・探究的な学習でありますとよの未来

科を通じて、子どもたちが自ら課題を見つ

け、課題解決に向けて粘り強く取り組む態

度を育みます。課題によっては、多様な他

者と協力して考えることにより、よりよい

解決をすることで、自ら考える力を身につ

けていきます。ほかにも、自ら学習に取り

組む、自分で学習するノート、「自学ノー

ト」や、様々な場面で振り返りを行うこと

により、自ら適切に課題設定をしたり、自

分に合った学習の進め方を考えたりするこ

とで、自ら学びに向かい、それぞれの能力

に応じた社会で生き抜く力を身につけるこ

とのできる教育を実践していきます。 

  また、支援教育におきましては、子ども

一人ひとりの教育的ニーズを把握し、自立

と社会参加を見据え、効果的な指導と支援

を行っていくことにより、充実を図ります。 

○議長（永並 啓君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございます。 

  次に同じ８ページ、「不登校の児童生徒

の居場所づくりと学びの場を整備し、個々

の状況を適切に把握することで、学校への

復帰や児童生徒が自ら進路を主体的に捉え

て、社会的に自立することを目指します。」

とございますが、これ考えてみますと東西

別々にまた令和８年４月開校に合わせて整

備するのかどうか。若しくは公共施設の再

編整備に合わせて整備するのかどうか、こ

の点について伺います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  小中学校における長期欠席者数は約49万

3,000人、このうち、不登校児童生徒数は11

年連続で増加し、約34万6,000人と過去最多

になりました。本町におきましても長期欠

席者と不登校児童生徒は増加傾向にあり、

学校に行きにくかったり教室に入りづらか

ったりする児童生徒への居場所づくりと学

びの場の設置を行うことが早急に必要だと

考えています。 

  不登校児童生徒が学びたいと思ったとき

にいつでも学ぶことができるよう、学校の

中で学級以外に設置する校内教育支援ルー

ムと、学校以外の場所に設置する豊能教育

支援センターを整備し、個々の児童生徒の

状況に適した多様な支援につなげることを

目指しています。 

  まず、校内教育支援ルームにつきまして

は、東西それぞれの中学校、吉川中学校と

東能勢中学校に週３日から４日程度、教員

免許を持つ校内教育支援員を配置するとと

もに、支援員が配置されない日も教員など

によりできる限り対応する方向で考えてい

ます。この校内教育支援ルームにつきまし

ては、吉川中学校においては今年度も整備

しておりましたが、今度令和７年度、来年

度から東西両校に整備する予定で考えてお

ります。 

  続きまして、教育支援センターにつきま

しては令和７年度に西公民館に週２回、中

央公民館に週１回配置する予定です。こち

らのほうも継続して事業を進めている事業

でありまして、令和７年度も引き続き西公

民館、中央公民館で行いたいと考えていま
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す。 

  今後、公共施設の再編を進めるに当たり、

教育支援センターの設置場所についても検

討するとともに、将来的には福祉部局との

連携も視野に入れ、年齢に関係なく全ての

子どもたちへの支援を総合的に行っていき

たいと考えています。 

○議長（永並 啓君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございます。 

  次に10ページにいきます。 

  10ページに、３番の安心して子どもが産

める環境づくりがございまして、その中で

書かれておるのは、「子育て支援センター

すきっぷが池田泉州銀行光風台出張所に移

転して約１年半が経過しました」と。「こ

の間利用者数が増加」しまして、「未就園

児の保護者同士の交流」とか、また「情報

交換の場」として活用されています。「今

後とも、専門職による子育て相談の充実や

各種事業による多世代の交流を図っていき

ます。」とございますけれども、たしか池

田泉州銀行との契約につきましては昨年度、

令和６年度町政運営方針で、令和８年、来

年ですね。６月30日との答弁を実際いただ

いておりますけれども、現状を見ますとか

なり盛況といいますか、たくさんのお子さ

ん連れが来られまして、皆さん本当に利用

されているということを聞いておりまして、

現状の利用活動実績を踏まえまして、契約

期間の延長を考えているのかどうか、まず

この点についてお伺いいたします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  池田泉州銀行光風台出張所の賃貸借契約

の期間につきましては、令和８年６月30日

までとなってございます。令和８年７月以

降も利用する場合については、池田泉州銀

行と事前の協議が必要であると考えている

おります。現在、光風台出張所では子育て

支援センターすきっぷとして利用しており

ますので、担当部局と契約内容を共有し、

契約期間の延長が必要となれば池田泉州銀

行と協議を行っていかなければならないと

考えてございます。 

○議長（永並 啓君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございます。 

  今後の子育て支援センターすきっぷの設

置場所ということで、期限が来年６月30日

決まっておりますけれども、先ほど答弁い

ただきましたが延長ということも必要だと

いうことですね。 

  この公共施設の再編整備も今後出てきま

すけれども、私も当然この再編整備と併せ

てこのすきっぷを移設するんじゃないかな

というふうに考えるんですけども、その点

についてどういうお考えをお持ちなのか伺

います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

  おはようございます。 

  それではお答えさせていただきます。 

  子育て支援センターすきっぷにつきまし

ては、先ほど議員からお示しいただきまし

たとおり、令和５年８月に吉川保育所内か

ら池田泉州銀行光風台出張所に移転してご

ざいます。この間、利用につきましても、

場所の優位性も踏まえまして、先ほどござ

いました増加をしております。しかしなが

ら、ハード面につきまして、もともとその
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ままの施設をお借りしているということで

すので、１階部分にトイレがないとか、利

用される皆様には御不便をおかけしている

面もございます。 

  今後も御指摘の専門職による子育て相談

の充実や各種事業による他世代の交流を図

ってまいりますけれども、豊能町公共施設

再編に関する基本方針にもございます施設

維持の効率化を図りながら、機能を維持し、

重複している施設機能などを集約すること

としている考え方を前提に、再編整備や移

設につきまして考えてまいりたいと思って

ございます。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  ありがとうございます。 

  実質的にやっぱり立地条件がいいかなと

いう点も私も感じてるところでございまし

て、次の公共施設再編整備につきましては、

この点も踏まえてよく検討していただくよ

うにお願いしたいと思います。 

  次に14ページに行きまして、基本方針２

でございまして、「未来の活力を生み出す

“しごとづくり”」についてのところに移

らさせていただきます。 

  その中の１番、まちで働く人を応援の中

でこのような方針が載っておりました。

「道の駅につきましては、令和元年に基本

計画を取りまとめておりますが、本町周辺

の変化を踏まえ」まして、「道の駅の可能

性を検討するため、民間資金活用の可能性

や町外からの来訪者数」、また「雇用創出

への影響、収益施設での採算性など、解決

するべき課題の整理や必要な調査を行う」

必要ございますけれども、道の駅を実際い

つ頃に設置しようとされているのか、また

目標をきちっと定めておられるのか、この

点についてお伺いしたいと思います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

  それでは私のほうから、道の駅に関しま

してこれまでの経過、この間の経緯等含め

まして今後の対応等について御説明のほう

させていただきたいと思います。 

  道の駅に関しましては、これまで道の駅

の基本構想というものを策定してまいりま

して、候補地といたしまして旧双葉保育所

及び中央公民館周辺を選定いたしまして、

基本設計、実施設計業務に取り組みますと

ともに、道の駅設置準備委員会を立ち上げ

まして、道の駅の施設整備と管理運営の在

り方として、道の駅の方向性や管理運営方

法、あるいは施設の機能やイメージについ

て検討を行ってまいりました。ただその後

町長が変わりまして、当時の道の駅構想に

ついては一旦白紙にするというところで撤

回された、そういう判断がされたところで

ございます。しかしながら、町におきまし

てはこれまでから総合的な情報発信拠点が

不十分でございまして、また飲食場所や休

憩場所、農産物や加工品の販売拠点も少な

いため、農業の振興や地域の交流、地域情

報の発信を行うといったことで地域の活性

化を図り、魅力あるまちづくりを進めるこ

とが必要とされてきているところでござい

ます。そのため今回改めて町といたしまし

て、道の駅の構想について取り組むことと

なったというところでございます。 

  道の駅に関しましては、これまでから町

長のほうが幾度となく御説明はさせていた

だいてるかと思いますけども、運営してい

く上で採算性というものを十分見極める必

要がございます。そのために令和７年度に

民間活力の導入の可能性など、そのために
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必要な調査を行うこととしているところで

ございまして、また道の駅を整備する場合、

採算性とは別に施設整備に要する費用の問

題もございまして、現在、義務教育学校の

施設整備に取り組んでいるところでござい

まして、また今後、公共施設の再編等にも

取り組むことで相当の費用が必要となって

まいります。そういった財政上の問題も整

理する必要があるというふうに考えている

ところでございます。 

  調査につきましてはこれから行っていく

ことになりますけども、調査の結果を踏ま

え、改めて道の駅どうしていくのかといっ

たことを検討させていただくこととしてお

りまして、特に民間の活力を導入できるの

か、また運営主体を含め採算性については

十分見極めていきたいというふうに考えて

おります。 

  また道の駅の整備には、先ほど申し上げ

ましたように相当の費用も必要となってま

いります。そういったことから、併せて財

政状況も踏まえながら、可能性について検

討していきたいというふうに考えておりま

して、現時点で時期についていつ頃という

ことで明確に示せるものはございません。

ただ、令和７年度について、導入の可能性

について調査を行いまして、その結果につ

いて評価した上で、今後の対応を検討して

いきたいというふうに考えております。そ

の際には改めて議会にも御報告して御意見

のほうをお伺いしながら進めていきたいと

いうふうに考えておりますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（永並 啓君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  わかりました。これから検討ということ

でしっかりと検討のほどよろしくお願いし

たいと思います。 

  次に16ページに移りまして基本指針３番、

「緑の中で楽しく暮らせる“まちづくり”」

の中でございます、住民の生活の質向上を

目指したコンパクトなまちづくりの中でこ

のように方針が書かれております。「令和

６年度は西地区において、現在実施中のＡ

Ｉオンデマンド交通ハニタスの実証運行や、

乗り継ぎ等の利便性向上を図るデマンドタ

クシーの再編を行ったところですと。令和

７年度については、バス路線やデマンドタ

クシーなど多様な交通モードの運行の支援

や住民への利用促進の周知をとおして、ま

ちのにぎわいを生む生活圏の移動の充実を

図り、公共交通ネットワークを維持してい

きます。」とございます。 

  質問になりますけれども、この公共交通

ネットワークの中でのこのハニタスですね、

そのハニタスをどのように使っていくとい

うか考えていくか、この目指す方向性につ

いて伺いたいと思います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  町政運営方針でも触れておりますが、少

子高齢化、人口減少に伴う地域公共交通の

利用者の減少をどのように改善し公共交通

の維持につなげていくかは本町のまちづく

りを考える上で大きな課題であると認識し

ております。これまでとは異なり、今まで

は当たり前のように存在していた公共交通

機関が、国レベルでの人口減少や少子高齢

化の時代にあって、どのように移動手段を

確保していくのか、また、公共交通機関の

維持が社会全体の喫緊の課題となってござ

います。 

  御質問の公共交通ネットワークの中での

ハニタスの目指す方向性につきましては、
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現在実施しております、この３月１日から

３月31日までの実証実験運行の結果を踏ま

えまして、運行実績の分析や利用者のニー

ズ、又はその他の交通モード、特に路線バ

スの状況の変化に伴う地域の医療のニーズ

あるいは費用対効果などを総合的に検証し

ながら実装につなげるかどうかを見極めて

まいりたいと思っております。 

  様々に変化する交通モードを公共交通ネ

ットワークの中でそれぞれの特性と組み合

わせながら、引き続き地域公共交通の維持

に努めてまいりたいと考えております。 

○議長（永並 啓君） 

  永谷幸弘議員。 

○７番（永谷幸弘君） 

  通告書のとおり質問を終わりましたので、

以上をもちまして2025年度町政運営方針に

対しての質問を終わります。 

  ありがとうございました。 

○議長（永並 啓君） 

  以上で永谷幸弘議員の質問を終わります。 

  次は高尾靖子議員の質問ですが、欠席の

ため、高尾議員の質問はございません。 

  次に、中川敦司議員を指名いたします。 

  この際暫時休憩いたします。 

（午前10時22分 休憩） 

（午前10時26分 再開） 

○議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、中川敦司議員を指名いたします。 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  中川でございます。 

  議長に御指名いただきましたので、この

町政運営方針に対しての質問を行わせてい

ただきたいと思っております。 

  特に昨年度の町政運営方針の方でも質問

をさせてもらいましたが、去年の町政運営

方針には、道の駅のみの字も出てこなかっ

たということで、次の年、期待しますよと

いうふうに言わせていただいて迎えた本年

の新しい年度初めの町政運営方針でござい

ますので、その辺りの質問もやらせていた

だく予定でございますのでよろしくお願い

いたします。 

  そうしましたら順番に行いたいと思いま

す。 

  まず初めに、町政運営方針の10ページに

なりますかね。在宅介護支援センターの機

能の再構築を図ると、そのような文言がご

ざいます。この在宅介護支援センターその

ものはもう既に過去に設置をされておって

多分２団体が対応していただいてるんかな

というふうに私は記憶しておったんですが、

それの再構築ということは、何かちょっと

今の状態はよろしくないのかなというふう

に受け取れる文面なんですけども、その辺

りも含めて、再構築を図るとはどういうこ

となのか、ちょっと御説明をお願いしたい

と思います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

  お答えをいたします。 

  本町におきましては、在宅の要援護高齢

者もしくは要援護となるおそれのある高齢

者及びその御家族の方に対しまして、在宅

介護等に関する相談に応じ、ニーズに対応

した各種の保険サービスや介護サービス等

を総合的に受けていただきますよう、町や

サービス実施機関等との連携調整を行い、

要援護高齢者等の福祉の向上を図る目的で、

先ほど御案内ございました町内に２か所、

これは祥雲館とのせの里さんにお願いして

おりますが、に在宅介護支援センターを設

置してございます。 

  具体的な業務といたしまして、高齢者の
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在宅介護等に関する24時間対応の相談窓口

地域包括センターとの連携を初め、緊急通

報装置の通報受信事業などの機能のほか、

現在社会福祉協議会が実施してきました鍵

預かり事業において、利用者の鍵を管理す

るなどの役割も果たしていただいてござい

ます。この緊急通報装置の通報受信事業及

び社会福祉協議会のかぎ預かり事業に関し

ましては、昨年10月より実施してございま

す高齢者等見守りサポート事業として、警

備会社のノウハウを活用する形で展開して

ございまして、今まで在宅介護支援センタ

ーが担っていた役割の一部が、今年度末で

終了する見込みでございます。 

  一方、第９期の介護保険事業計画におき

ましては、地域包括支援センターの相談支

援機能の強化を図ることとしてございます。

これは高齢者のみの世帯や高齢者の単身世

帯が今後ますます増加する中で、相談支援

体制のさらなる充実が必要となり、休日や

夜間の対応や専門職等の人材確保、人材育

成の課題等を踏まえ、地域包括支援センタ

ーの運営形態を公正かつ中立性を確保しつ

つ、民間事業所への業務委託について検討

すると掲げてございます。 

  今後、この計画に基づき、地域包括支援

センターの業務委託につきまして具体的に

進めてまいりますが、業務委託後の地域包

括支援センターの機能と、在宅介護支援セ

ンターの機能を合わせてどう再構築するか

を、地域包括支援センター運営協議会の御

意見も伺いながら、具体的に検討を深めて

まいりたいと考えてございます。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  御説明ありがとうございます。 

  地域包括支援センターへの業務委託とい

う、そのようなお話もございましたけども、

いずれも結局は今の現状と比べていい方向

に行くというふうな感じで受け取っておけ

ばよろしいんでしょうか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  当然おっしゃっていただいたとおり、今

直営で地域包括支援センター運営しておる

わけでございますけれども、ずっとこの間

運営してまいりまして、先ほども申し上げ

ました、例えば休日の問題の対応をどうす

るかとか、専門性の確保という意味では専

門職の確保はなかなか難しく直営ではなっ

ておるような関係もございまして、今後は

その辺の問題点も解決しながら、結果的に

は今よりもさらによくなるような形で検討

を進めたいと思ってございます。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  そうしましたら次の質問に移りたいと思

います。 

  これは12ページと書いてますが、14ペー

ジですね。「幹線道路沿いや、近隣商業施

設周辺の一部について住民にとって利便性

のある機能を持たせるよう用途地域の変更

見直しを行う」と、そのような文言になっ

てございます。これに対しましての質問で

すけども、用途地域の変更見直しのこの具

体的内容についてお伺いしたいと思います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  おはようございます。 
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  それではお答えいたします。 

  まず平成24年４月の都市計画法の改正に

よりまして、用途地域に関しての決定権が

市町村のほうに権限委譲されております。

これを受けまして、この本町の実情に応じ

た運用を行うということで、令和５年３月

に豊能町の都市計画マスタープランを策定

しまして、これに基づき生活の利便施設や

にぎわい施設等の立地誘導を進めるために、

用途地域の見直しが必要ということになり

ます。 

  議員御質問のこの用途地域の見直しの具

体的な内容なんですが、まず本町のこの市

街化区域が対象になりまして、東地区であ

れば希望ケ丘地区、西地区であればときわ

台、東ときわ台、光風台、新光風台が対象

となります。 

  これらのこの地区の主要な幹線道路沿い

の土地、例えば道路でいくと国道477号であ

るとか、吉川中学校の前の府道の豊能池田

線であるとか、そういった道路沿いにある

土地、それから１ヘクタール程度を超える

ような、近隣公園レベルの都市公園、光風

台の中央公園であるとか新光風台のしらか

ば公園とか、そういった公園、それから廃

校を予定している学校、そういったものが

今回用途地域の変更見直しを今検討してい

るというところです。 

  この用途地域の見直しに関するスケジュ

ールですけども、今年度はそのマスタープ

ランの内容に沿った具体的な進め方につき

まして大阪府と現在も協議を行っておりま

して、それを受け、昨年の12月から順次、

先ほどの地域の各自治会の役員さんのほう

に対して説明を行っておるというところで

す。 

  来年度に入りましては、見直し範囲に居

住されている方々を対象に説明会を開催し

ていきたいと考えておりまして、その後パ

ブリックコメントを経て、豊能町の都市計

画審議会に諮りまして最終的な決定を行っ

ていきたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  今、部長のほうから御説明がありました

用途地域の話の中に、いわゆる国道477号、

それからいわゆる吉川中学校の前の府道、

あの辺りとか公園とか、あと学校という、

そういうふうなお話ございましたけれども、

たしか過去の一般質問において、学校の跡

地の再利用いうか、そういったところの話

でもさせていただきましたけども、第一種

低層住居専用地域とか、光風台であれば第

一種中高層住居専用地域みたいな、そうい

うふうな内容になってたかと思いますがそ

ういうふうな内容が別な、いわゆる用途に

変更に今後なっていくだろうという、そう

いうふうなことでよろしいんですね、そう

したら。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  先ほど答弁したとおり、市街化区域の中

には廃校としている学校の跡地につきまし

ては、都市計画マスタープランにも、68ペ

ージに記載はしておるんですが、特別な用

途地域、大阪府との協議にもよるんですが、

特別な用途地域を定めまして、その学校の

跡地をにぎわい等の施設に使えるような形

で協議して進めていきたいと考えておりま

す。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  中川敦司議員。 
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○４番（中川敦司君） 

  数年前に、これは市街化調整区域の話に

なろうかと思いますが、店舗の誘致を図る

ために、開発行為や建設行為の緩和が実施

されていたと思いますけども、用途地域の

変更の見直しによって、この従来の開発行

為や建設行為の緩和に影響が出るのかって

いうふうなことを質問したいと思うんです

が、もともと用途変更そのものの内容が市

街化区域の話であるというなことなので、

今回のこれは、今回、何年か前に行われた

いわゆる開発行為の緩和というか、それに

は関係ないのかなと思いますが、念のため

一応お伺いしておきたいと思います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  議員御質問の、先ほど出ました市街化調

整区域における規制緩和については、令和

６年の１月の臨時議会でも御説明しました

けども、提案基準Ａということで、路線沿

道においての店舗等の立地を目的とする開

発行為の取扱いという形の基準に基づいて

セットさせていただいたものなんですが、

今回見直しを考えておるのが、先ほども答

弁したとおり市街化区域ということですの

で、町政運営方針で書かれているこの用途

地域の見直しについては別のものと考えて

いただいたら結構かと考えております。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  そうしましたら結局は豊能町は市街化区

域と、はっきり言って市街化区域と市街化

調整区域のこの２種類やというふうな位置

づけやと私、認識はしておるんですけども、

この市街化調整区域についてはいわゆる路

線沿道におけるこの開発行為の緩和という

か、そのやり方でしっかりと活性化をさせ

ていく。市街化区域については、これから

やろうとしている用途変更、これでもって

しっかりと活性化をさせていくと、そうい

うふうな内容だと、考え方やということで

よろしいでしょうかね。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  市街化調整区域のほうですけども、現在

我々のほうで提案してるのは提案基準Ａで

す。こちらのほうは国道423号沿いとか、あ

と府道沿い、そこからの境界線から50メー

トルの範囲の開発行為ということですので、

学校、廃校が予定されてたり、例えば公共

施設再編でもしかしたら施設自体が使わな

くなってしまったところの部分が抜けてお

りますので、そこについては今現在、原課

の都市計画課のほうで提案基準Ｂという形

で現在大阪府と協議を進めておるところで

して、これらについては大阪府の会議を受

けまして、今のところ予定ですが、令和７

年の４月１日付で施行できるような形で今、

取組を進めておるというところです。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  しっかりと、豊能町のいろいろな地域が

活性化していくということなので、これか

らもしっかりとよろしくお願いしたいと思

います。 

  そうしましたら次の質問に移らせていた

だきたいと思います。 

  次は例の道の駅ですね。道の駅の可能性
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を検討、これは15ページなのかな。「道の

駅の可能性を検討するため、民間資金活用

の可能性や町外からの来訪者数、雇用創出

への影響、収益施設での採算性など、解決

すべき課題の整理や必要な調査」を実施、

そのような文言がございます。 

  これに対しましてまず１点目お伺いした

いのは、道の駅をつくる場合の場所、こう

いったものについては、令和元年の基本計

画そういったものを参考にしていけるのか、

その辺りをお伺いしたいと思います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

  お答えさせていただきます。 

  議員おっしゃる道の駅の基本構想でござ

いますけども、これは既に策定をしておる

ものでございます。その当時の基本構想で

は、住民アンケートですとか、道路利用者

のヒアリングの結果等をもとに、道の駅の

コンセプトあるいは整備方針を取りまとめ

まして、求められる機能や施設を整理し、

候補地として国道423号沿いの旧双葉保育所

及び中央公民館周辺を選定していたもので

ございました。その後、基本構想を踏まえ

まして、基本設計、実施設計業務に取り組

んできたところでございます。 

  今回また改めて道の駅の可能性について

検討することとしております。前回作って

おります基本構想は当然参考にはさせてい

ただきますが、この基本構想を策定した当

時とは社会環境も変化しております。特に

新型コロナウイルス感染症の流行による

人々の行動や生活様式が変化している、こ

ういったこともございますので、基本構想

につきましては、改めてこうした社会情勢

の変化ですとか現状を踏まえながら、必要

に応じて見直しを行うこととしているとこ

ろでございます。 

  特にお尋ねの場所につきましては、基本

構想で候補地とされております中央公民館

周辺につきましては、現在公共施設の再編

整備を予定しているところでございます。

また当時の計画では、道の駅の敷地面積を

約3,000平米としていたところでございます

が、近隣の道の駅、能勢町であったり猪名

川町の道の駅については敷地面積が8,000か

ら9,000平米程度ございます。さらに、府内

にある道の駅でもそれ以上の面積を確保し

ているということを考えますと、基本構想

で示しておりました候補地については、こ

れから検討していく道の駅としては若干手

狭ではあるのかなというふうに考えており

ます。 

  こうしたことから、この間公共施設再編

に関する取組が進みますとともに、義務教

育学校の場所について東能勢小学校とする

ことを方針とさせていただいておりますこ

とから、東能勢中学校のグラウンドを中心

といたしますこういったところを候補地と

いたしまして、道の駅の可能性について検

討をしていきたいというふうに考えており

ます。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  御答弁ありがとうございます。 

  今、御答弁にもございましたが、もとも

との令和元年の基本計画いいますか、あの

当時の道の駅の面積としては3,000平米ぐら

いが予定されておったと。ところが近隣を

見ますと8,000から9,000平米という３倍ぐ

らいの広さというふうなことで、そういっ

た意味で今後利用できるであろう東能勢中

学校のグラウンドいうかエリア、そういっ

たものも活用というようなことで話ござい
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ましたけども、その東能勢中学校のエリア

を含めるとその面積的にはどれぐらいにな

りそうですか。当然3,000よりもかなり大き

くなると思いますが、それが8,000なのか

9,000なのかわかりませんが、その辺りはど

うですか。他の道の駅のエリアの広さと比

べてどんなものなのか、その辺りはどうお

考えですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

  東能勢中学校のグラウンドにつきまして

は１万300平米ほどございます。そういった

意味では、近隣の道の駅と敷地面積につい

ては遜色ないのかなというふうに思ってお

ります。 

  府内の道の駅どんな状況かと申し上げま

すと、いろいろございまして、どういった

ものをそこに併設するのかっていうことに

なってまいります。例えばキャンプ場を併

設してるとこもございますけれども、そう

いったところですともう山を利用してみた

いな感じのところもございますので、１万

4,000とか２万平米とか、そういったところ

もございますので、一応１万平米という面

積がございますので、そういったところで

何をどういうふうに展開していくのかって

いうことも含めてこれからちょっと検討し

ていきたいなというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  あとこの道の駅の件に関しましては、た

しか補正予算にも計上されてたと思います

ので、詳しいことはそちらでまたお伺いし

たいとは思いますが、いろいろ調査を実施

とありますけども、どのような形で調査を

されていくのか、どうお考えでしょうか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

  調査の方法でございますが、基本的には

国の補助金を活用して業者に委託して行う

ということを想定しております。 

  調査の内容につきましては、今の現状の

把握、それと整理ということで、予定地の

周辺環境ですとか敷地の現状について整理

するといったこと、関係法令とか計画も併

せて整理していくということで、先行事例

等の調査ということで道の駅に関する先行

事例ですとか民間活力の導入事例の調査、

こういったことも行う。その上で基本構想、

先ほど申し上げたものについて見直しが必

要なものについては整理して見直していき

たいというふうに思います。それに合わせ

て概算事業費の試算ですとかイメージも作

っていく。その上で我々のほうとしては採

算性がとれるのかっていうところが一番懸

念しておりますので、サウンディング調査

というもの、市場調査のほうを行っていき

たいというふうに思ってます。それを踏ま

えた上で事業手法の検討ということで、民

間活力どれほど利用できるのかということ

を、そういった可能性について検討してい

くということにさせていただいております。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  あと、いわゆる調査、この時期的なもの

は、どのようにお考えでしょう。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 
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  時期につきましては令和７年度中に終え

たいというふうに思っておりまして、補正

予算で今回上げさせていただいております

国の補助金を活用するということで、令和

６年度予算ということになっておりますけ

れども、予算がもしお認めいただけるよう

でございましたら、公募により業者を選定

して、令和７年度中には調査を終えたいと

いうふうに考えております。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  この道の駅につきましてはやはり、以前

からやっぱりもう期待をされている農家の

方もいらっしゃいました。最近いろいろ住

民の方ともいろいろお話しする中で、道の

駅、農産物の販売だけじゃなくていろんな

店舗も当然ながら必要になってくるだろう

と思いますけども、そういうふうな場所が

あるならばぜひともお店を出したいなみた

いな、そういうふうなことを希望いうか、

考えておられる方もいらっしゃったという

ことなので、結構これは大事なことやと思

いますので、採算性も大事だけどもそうい

った意味でしっかりと前に進めていけるよ

うにこれからもお願いしたいと、このよう

に思います。 

  そうしましたら、最後の質問になります。 

  これは19ページになるのかな。間伐等の

森林整備を進めるという、そのような文言

がございますけれども、この間伐材、間伐

したいわゆる木、木材といいますのは、ど

のような活用をされているのか、その辺り

をお伺いしたいと思います。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  それではお答えいたします。 

  議員御質問のこの間伐等の森林整備の関

係なんですが、現時点、森林環境譲与税を

活用して行っておりまして、この活用の中

身としては地番参考図の整備、それから森

林整備としてその間伐を進めておりまして、

ただこの間伐ですが、木の根元までは切り

ますが徐根までは行っておらないという状

況でして、発生したこの木材については残

置処分、現地にそのまま置いておくといっ

たところで、特に現時点では活用はしてお

らないというところです。ただ、この残置

処分してる理由ですけども、一番大きな要

因が搬出、山の中での作業ですので、切っ

た木を搬出する作業に相当な費用を要する

ということで、コスト面的な内容が一番の

大きな要因ですが、あともう一つ、根元で

切りますので、木の、若干切り株がありま

すので、そこに切り株と切り株の間にその

間伐した気を横に置いて、のり面の表面が

その土砂が流出するというのを防止すると

いった防災面からも、その２点を理由に残

置しているというところです。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  確かに運び出すとなると結構ね大層なこ

となのかなと、このように思いますけれど

も、山の中のほうから運び出すのは大変か

もわかんないけども、例えば幹線道路沿い

とかであれば、まだ道路沿いなんで、運び

出すのもしやすいのではないかなと思いま

す、がその辺りはどのようにお考えですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 
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  現在まで行ってきた間伐については山の

中の作業が大半でしたので、残置処分とい

う、残置に置いておくというような扱いで

行っておりましたが、議員の御提案の幹線

道路沿いにある山の木はどうだというお話

ですので、それについては今後検討してい

きたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  中川敦司議員。 

○４番（中川敦司君） 

  また御検討いただきたいと思います。 

  では私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（永並 啓君） 

  以上で中川敦司議員の質問を終わります。 

  次に、秋元美智子議員を指名いたします。 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  秋元です。 

  御指名いただきましたので、町長の運営

方針に対して質問させていただきます。 

  先ほど管野議員のほうから、ここ２年間

の上浦体制のまちづくりに対するその動き

の速さということを評価されてましたけど

も、私も同じ気持ちです。本当に職員の方

が一生懸命されていて、このままでは私自

身も置いてかれるなという思いを持ってま

す。そういった意味で本当にこちらのほう

も真剣に、豊能町のこのまちづくりに向け

て取り組んでいきたいと思います。何より

は、まずは本当皆様御苦労さまです。今後

もお願いいたします。 

  では質問に入らせていただきます。 

  基本指針の１の「住民主役をまちをつく

り出す“ひとづくり”」について、その11

ページですけども、ヤングケアラーのこと

が書いてます。家事・育児に関して不安や

負担を抱える子育て家庭やヤングケアラー

等がいる家庭を訪問支援員が訪問し、家

事・育児における必要な支援を行うとして

います。 

  ヤングケアラーの問題は、本人がヤング

ケアラーであることに気づかない、また家

族の問題を知られたくないって思いから、

周囲に相談しようという考えのない中で、

病気や障害を持ってる親に代わって介護や

料理、洗濯、買物、兄弟の世話など一手に

引き受けているケースが少なくありません。 

  私があれしてるシルバー人材センターで

も過去２件ほどヤングケアラーへの家庭支

援をしています。私自身もしかしたら、も

っとほかにも同じような境遇の小学生、中

学生、高校生がいるんではないかと正直気

になっていたところです。ですから今回、

ここの運営方針の中でこの一文を見たとき

に、何か非常に豊能町のこの温かさっても

のを感じましたし、大いに評価してます。

そういった意味で質問させていただきます

ので、よろしくお願いいたします。 

  まず先ほど触れましたように、ヤングケ

アラーってのは問題がなかなか表面化しづ

らい、本人も言い出しにくい。そういった

中で、支援員の方を派遣されようとするそ

の先を、訪問先、それをどのような形で拾

い上げていこうとされているのか、その方

法についてお尋ねします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

  お答えをいたします。 

  本町におきましては、これまでも養育支

援訪問事業といたしまして、家事・育児に

不安や負担を抱える子育て家庭や、支援が

必要なヤングケアラー等がいる家庭に対し

まして、訪問支援者を派遣して家事・育児

の支援を行ってまいりました。令和７年度

からは国の子育て世帯訪問支援事業を活用
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いたしまして、現在まで行っている家事・

育児の支援に加え、家庭が抱える不安や悩

みを傾聴することにより、家庭や養育環境

を整え、虐待リスク等の高まりを未然に防

ぎ、単なる家事・育児の手伝いによる一時

的な負担解消だけではなく、支援対象の家

庭が自立して生活できるよう、支援対象者

の環境を整えていくことを最終的な目的と

し、現行事業の見直しを行ってまいります。 

  お尋ねの対象者、特にヤングケアラーに

対する把握につきましてでございます。こ

れは現在と同様、私どもの機関でございま

す子育て世代包括センターはぐはぐ、また

子育て支援センターすきっぷ、また本町が

実施します各種母子保健事業での御相談や、

当然町内の学校等の教育機関、また保育所、

豊能町の要保護児童対策協議会、また、民

生委員・児童委員の皆様より関係機関の情

報を集めまして、この連絡や通告により引

き続き行ってまいりたいと考えてございま

す。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ありがとうございます。 

  確かにヤングケアラー自身、子ども自身

は声を上げません。ですから今おっしゃっ

てくださったように学校関係ですとか、民

生委員とか、そういった方たち、子育て支

援センターもそうかもしれませんけども、

そういった方たちは何かの形でその家庭の

様子を見て、そしてもしかしたらっていう

形で、町のほうに連絡が来るんだと思いま

すけれども、この拠点となる相談の受入口

というのはどこになるんですか、直接的な。

わかりますか。例えば、民生委員の方がも

しかしたらって言ったときに、あるいは近

所の方がもしかしたらって言ったときに、

そこの町の受入口は、拠点になるのかな、

窓口っていうのかな、それはどこになるん

でしょうか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  ちょっと先ほどもお答えさせていただき

ましたけれども、先ほど議員からおっしゃ

っていただきましたとおり、様々な機関よ

り、我々情報を共有するという形になるん

ですけれども、今回、事業にいたしまして

は、現行やっている事業につきましては福

祉課のほうが所管してやってございます。

来年度から実施する事業につきましては、

先ほど申し上げましたとおり所管している

施設、並びに母子保健事業も絡みますこと

から、健康増進課も併せて対象となってく

ることになってございます。ですので両方

の課が持っておる機関、それと今年度から

実施といいますか、私の部のほうで取り組

んでございます要対協ですね要保護児童の

関係ですけども、ここは学校の関係とはす

ごく連携が取れてます。ですので、どこの

担当課というよりもそれぞれが情報共有し

て一体的に取り組むということを考えてま

すので、縦割りにならないよう部全体とい

たしまして取り組んでまいるということを

考えてございます。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ごめんなさい、私がちょっと気になった

のは、訪問支援員を派遣するっていうか訪

問していただくのに、誰がどのような形で

お願いしていくのかなと。そこに行き着く

までにどんなルートになるのかなってこと
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が気になったんです。個々皆さん情報を持

ってますね。それを多分一定の会議の場か

何かそこで出し合って、じゃあそうしまし

ょうっていう流れになるのか。どういう形

になっていくのか。それともこのセンター

か何かのほうに全部情報を集めて、そこで

こういうふうに指導員を派遣していくのか

なと。ちょっとそのルートがわからなかっ

たものでしたのでお尋ねしました。お願い

します。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  先ほど申し上げましたとおり、様々なル

ートといいますか方法で情報が共有される

わけなんですけれども、そこで要綱を来年

度もう一度見直して設置することとしてご

ざいます。その中にいろいろな情報が集ま

ってきた際に、現在も行われてます、例え

ば健康増進課から入った情報、また福祉課、

福祉相談支援室から入った情報、ここは連

携していつも共有していることもございま

す。ですので要綱は、これは当然町として

といいますか、私ども部、担当として持っ

ているということですので、それに従いま

して、それぞれ集まってきた事業につきま

しては日々相談をしながら、派遣体制を整

えていくということでございます。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  少なくとも部長のところには、今どこの

どの家庭に指導員が行っていると、そうい

った情報も一本化してるって理解させてい

ただきます。 

  この訪問支援なんですけども、この文章

をさっと読むと、何かこの方が何か家事や

お料理や何かをしてくださるような方なの

かなと。たしか予算で六十何万円か上がっ

ていたかと思うんですけども、そういうお

役になるのか、また何人いらっしゃるのか、

お聞きしたい。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

  お答えをいたします。 

  実際に訪問支援員の実務ということかな

というふうに思います。これは私どもと当

然連携をいたしながら、御家庭の状況に合

わせて食事の準備、洗濯、掃除、買物の代

行のサポート等の家事援助を初めまして、

育児のサポート、保育所等の送迎、宿題の

見守り、外出時の補助等の育児支援、また

先ほど申し上げました子育て等に関する不

安や悩みの傾聴、相談、助言の支援を、こ

れを想定してございます。ですので、今で

あれば家事援助等の内容が実質中心になっ

てるとございますけれども、今後国の補助

事業を活用してまいりますので、さらに拡

大して、サポートできるように取り組んで

まいります。 

  人数ですね。次の質問にちょっと関連す

るかなと思うんですけれども、今後、今ま

では社会福祉協議会でありますとか、お尋

ねのシルバー人材センターにお願いした経

緯がございました。今後は他団体も含めま

して要請をしていくということを考えてご

ざいます。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ちょっと私は勘違いしてました。町とし

て訪問指導員、この方として行っていただ
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くんじゃなくて、いろいろな社協やらシル

バーにお願いして、その行かれた方を支援

員と呼ばれてるのかな。まずここは確認し

ます。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

  お答えいたします。 

  議員おっしゃるとおりでございます。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ヤングケアラーの問題でどこにいらっし

ゃるか、あれするとそれから実質的な、ど

のような支援ができるかってことと次にそ

こに起きてる問題の原因とか要因とかあり

ますね。例えばここに８ケースほど書かれ

てますけども、例えばこの中でお年寄りの

介護をしてるとか、そういうふうな状態の

ときに、その家族の方が、要するに介護保

険のことも知らない、そういった社会的サ

ービスがあることも知らない、ていうケー

スもなきにしもあらずなんですね。という

ときには、その家庭が抱えてる問題の解決

できる部分は誰がやっていくかっていうと

ころのそういった視点も大事だと思うんで

す。ですから、これに関しましては、いろ

いろな情報ももちろん入ってくるでしょう

し、その支援員が実際行って、現場を見て、

様子を見て、そしてこの家庭にはこういっ

た次の段階として、要するに介護保険のそ

ういった制度の利用が必要じゃないかとい

うふうな、そういった展開まで私は必要か

と思うんですけども、そういったことまで

は取組は可能なんでしょうか。お願いしま

す。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  小森生活福祉部長。 

○生活福祉部長（小森 進君） 

  お答えをいたします。 

  今回、次年度から国の事業を取り組んで

いくんですけれども、訪問支援員につきま

しては、国のほうでガイドラインが示され

てございます。それにのっとって私どもで

研修をいたしまして、基本的な研修を受け

ていただくんですけれども、それを受けて

いただいて現場に行っていただくというこ

とになります。当然今後、先ほど言いまし

た見守り的な事業に加えまして、その後ど

ういった内容であったかということを報告

をいただくことになってございます。です

ので、今後家庭の中の状況をその訪問員の

方からお聞きして、私ども専門職員も絡め

た上でサポートをしていくということにな

ります。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  確かに国のほうもいろいろな形で何とか

しなくちゃいけないって動き出してますし、

ただやっぱりそれをどのようにしていくか

ってやっぱり現場の皆さんのその取組にか

かりますので、よろしくお願いいたします。 

  次の質問入らせていただきます。 

  道の駅です。道の駅に関しましてはもう

永谷議員、中川議員とも質問されてこられ

てある程度わかったんですけども、前に作

った基本的な資料の土台の上にちょっと、

場所的には広げたりとかありますけど、こ

の機能的なものももちろん変わらないんで

すね。機能的ってのは、要するに休憩であ

り情報発信であり地域連携、プラス防災っ

て前回上げてますけど、こういった機能的

なことは変わらないということでまず理解

しております。 



 2－26 

  質問です。もう一つ豊能町、白紙撤回の

後に総合まちづくり計画を作ってますね。

その中で、ちょっと今資料持ってきてない

んですけど、同じような道の駅の同じよう

な機能を抱えたような抱えてないかのよう

な、山の駅でもいいじゃないかっつった議

員さんもいますけれども、確かあれはトヨ

ノステーションだったかな。あれとの関係

はどういうふうになるんですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

  先ほどの御質問の中で機能は変わらない

のかということもちょっとお尋ねなさって

おられたようでございますが、機能につい

てはこれまでトイレとか駐車場とか、休憩

スペースって休憩機能であったり、道路情

報とか観光情報の情報発信機能、それと特

産品の販売所、あるいは飲食・カフェ、特

産品の加工場などの地域連携機能、防災倉

庫などの防災機能ということを基本構想で

想定しておりまして、今後検討していく上

で、先ほど申し上げましたその基本構想で、

見直す、必要に応じて見直すということを

申し上げましたけども、機能についても何

かその道の駅が目的地となるような魅力的

な機能はないのかというところも併せて検

討していきたいなというふうに思います。 

  先ほど申し上げました基本構想にある機

能を何かなくしてってわけじゃなくて、そ

れに加えて何かできないのかということは

ちょっと検討させていく必要があるのかな

というふうに思っております。その上で先

ほどの総合計画にございますトヨノノステ

ーションというものがあったかと思います。

前の前町長のときに策定されておりまして、

道の駅の白紙撤回をするということを前提

に計画を立てられているものでございまし

て、今の考え方といたしましてはトヨノノ

ステーションをスケールアップしたものが

我々道の駅じゃないかというふうに考えて

おりまして、道の駅とトヨノノステーショ

ンと申し上げますと、道の駅ってのは全国

的に認知されているのものでございまして、

当然その発信力が全然違うというところも

ございます。先ほど御説明しましたように、

豊能町にとって地域活性化を図っていく上

で我々としては必要であるという判断のも

とで、今回は道の駅の可能性を検討してい

くということにさせていただいております

ので、一旦トヨノノステーションをさらに

バージョンアップしていくものということ

で御理解いただけたらどうかなというふう

に思います。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  普通そうだと思いますわ。大体道の駅そ

のものがその前の総合計画の中で入ってい

たもので、職員がそこに向かって一生懸命

やってきて、ぱっと白紙撤回。トヨノノス

テーションという形のいろいろゴタゴタあ

りましたけど、ともかく今、先ほどの永谷

議員、中川議員、今のお返事聞いてもう本

当に豊能町の活性化に向かって、真剣って

失礼な言い方ですけど、よりよい方向へ向

かってくんだなってのは私自身感じさせて

いただいてます。最初のときはこれ読ませ

ていただいたときに、実はいろいろ専門家

にこの１年間いろいろ検討していただいて、

その結果によっては、ほら駄目だという流

れになるのかなっていうふうなところもち

ょっと危惧していたので、決してそうでは

ないんだなというふうに、今申させていた

だいたんですが、そういう可能性はないで

すよね。 

○議長（永並 啓君） 
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  答弁を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

  先ほどの御質問からお答えさせていただ

いておりますが、今回我々考えております

のは道の駅の可能性について検討していく

というところがございます。民間活力がど

う活かせるのかというところがございまし

て、これまでいろいろ、前回の基本構想を

踏まえていろいろ検討をしていく中では、

やっぱり運営主体をどうするのかというと

ころが一番大きな課題でございます。それ

は採算性がとれるのかというところに起因

してくるものなんですけども、その運営主

体がやっぱりその地域の方でなかなか道の

駅を運営するというのがそれは難しいとい

うところがございまして、他の道の駅では

法人つくってやっていかれるところもある

んですけども、なかなかそういう形でも運

営が難しいということは、前回の検討委員

会の中でもいろいろ議論されてきたところ

でございまして、今回我々とすれば、それ

を踏まえた上で民間の事業者さんにここの

道の駅を運営をすることができるのかどう

か、採算性をとれるのかどうかっていうと

ころを検討していきたいというふうに思っ

ております。 

  これから検討していくわけでございます

けれども、当然そのＰＦＩの事業の導入の

可能性ということも検討することといたし

ておりまして、どこまで民間でやっていた

だけるのか、どこまでが公っていうんです

か、町が担うのかというところのその線で

すね。どの辺りが我々のところで採算性が

とれるのかっていうところはこれ判断して

いきたいというふうに思っております。全

く全て町が建てて町が運営していかんと仕

方がないですよというようなことになって

まいりますと、それはちょっと厳しいのか

なと。そのときにまた改めて別の形で地域

の活性化というのは当然図っていかないと

いけないと思っておりますけども、まずは

その道の駅の可能性について検討はさせて

いただきたいと思っております。 

  以上でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  ポイントなのは運営主体、今ＰＦＩとか

おっしゃってましたけども、相当町の考え

てる道の駅、いろいろな道の駅、いろいろ

ありますけどその規模の大きさみたいのを

感じます。考えてることが私は感じます。

結果的にどうなるかわからないんだけども、

もう一つのうまくいけば非常にありがたい

と、もう一つの場合は、要するに民間活力

のところがうまくいかなかったといった場

合に、やっぱりちょっとでも縮小しても道

の駅はつくろうと思っているのか。要する

に前の計画にありましたように、中学校の

敷地まで入れない、ある程度の規模の中で

やろうとしているのか、そうじゃなくてこ

ういったものそのものも、もうゼロにして

しまおうしてるのかなっていうところがわ

からないので、申し訳ない、水を差すよう

ですけどこれから一生懸命やろうとしてい

るところで申し訳ないんだけど、もしそう

いう考えのとこまである程度決まってるよ

うでしたらばお答えください。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  高木副町長。 

○副町長（高木 仁君） 

  これから我々可能性を検討していくとい

うところでございまして、具体的に何か決

まって、ここまででしたら我々はやりませ

ん、ここからでしたらやりますってことは

決まってるわけではございません。当然
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我々としてはその地域活性化を図る上で、

道の駅っていうのはネームバリューもござ

いますので何らかの形でやっていきたいな

という思いはございます。ただ、どの程度

の規模であれば民間事業者さんが運営でき

ますよ、採算とってできますよということ

をおっしゃっていただけるのか、どの程度

の町の負担であればこれずっと継続して町

としても運営のお金っていうんですか、資

金面で見ていけるのかっていうところは見

極めた上での判断になってまいります。な

のであまり町の負担が大きい、例えば指定

管理制度でやっていくねんと、5,000万円、

１億円毎年出していかなあかんのですとい

うことなってまいりますと、ちょっとこれ

は難しいだろうという判断になってまいり

ますので、そのときにはまた別の形で何ら

かの活性化を図っていきたい、活性化施設

つくったりということで検討していきたい

なというふうに思っております。よろしく

お願いいたします。 

○議長（永並 啓君） 

  秋元美智子議員。 

○10番（秋元美智子君） 

  何はともあれ、町のほうがやっぱりいろ

いろなこの先のことを考えて、こういった

方法で取り組んでいこうってのはこの一文

だと思います。そういう意味では、私自身

は水を差すようなことを言いましたけれど

も、本当に心の底から応援しておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

  これをもって質問を終わりにさせていた

だきます。ありがとうございました。 

○議長（永並 啓君） 

  以上で秋元美智子議員の質問を終わりま

す。 

  この際、暫時休憩いたします。再開は11

時半とさせていただきます。 

（午前11時19分 休憩） 

（午前11時30分 再開） 

○議長（永並 啓君） 

  休憩前に引き続き会議を開きます。 

  次に、池田忠史議員を指名いたします。 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  議長より御指名いただきましたので、１

番・池田忠史、町政運営方針についての質

問をさせていただきたいと思います。 

  まず初めにですけれども、予算全般につ

いてです。 

  これは昨年の町政運営方針の際にも全く

同じ質問をさせてもらいましたけれども、

今回もさせていただきたいと思います。 

  昨年もこのままではちょっと予算が厳し

いということで、予算を増やすためにはと

いうような質問をさせていただいたんです

けれども、その答弁といたしまして、ふる

さと寄附の推進であるとか、沿道のにぎわ

いづくりとかっていう、今年度、町長が町

政運営方針で述べられているようなことを

前回の答弁でもいただいております。昨年、

ふるさと寄附に関して言えば減少してます

よね。沿道のにぎわいづくりもコメリが開

店するのは、もう昨年の時点ではもう確定

事項でまだできてないだけで今後はできる

ということですけれども、それ以外のにぎ

わいづくりができていないというような感

じですので、この辺についてやはり町の財

政として収入が増えていかないとできる事

業も減っていくわけですよね。この辺、で

すのでふるさと寄附をどうやって増やして

いくのかとか、沿道のにぎわいづくり進め

ていくのはいいですけどではこういった店

舗をもう少しどこでどういうふうにしてい

くのかというような考えっていうのはある

のかお伺いします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 
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  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  池田議員につきましても昨年の３月も同

じような質問をいただきました。御指摘の

ふるさと納税、確かに減少はしてございま

す。今後民間のノウハウも借りながら、返

礼品の充実でありますとかＰＲであります

とか、その辺のことも引き続き取り組んで

いきたいと思っております。ただ本町なか

なか魅力というのか企業も少のうございま

して、返礼品に関係する町の関与の仕方も

なかなか限りがあるところでございます。

なので先ほどからも御指摘ございましたが、

企業・法人を極力増やしていきたい、用途

地域の見直し等々も話が出ておりましたが、

それをさらに進めていきたいと思っており

ます。そういうことによって法人関係の町

税が増えるということにつなげていければ

と思ってございます。 

  また人口減少も続いておりますが、極力

人口増を目指しまして、そのような取組を

していくことにより町民税等の増も図って

いきたいと思ってございます。 

  令和５年度からは空き家の除却の補助金、

あるいは家財道具の処分の補助金、また今

年度９月からは移住応援支援金、あるいは

リフォーム工事の補助金の事業を実施して

ございます。引き続きその事業も取り組み

ながら税収増につなげればと思ってござい

ます。 

  また、令和７年度からにつきましては新

たな取組として、新婚生活支援補助金とＵ

ターンの方に対しての補助金の予算を計上

させていただいてございます。それも併せ

て移住・定住の促進に向けた施策を行い、

税収増につなげていければと思ってござい

ます。 

○議長（永並 啓君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  ふるさと寄附に関しても、もう今は何か

カタログギフト状態になってまして、何か

もう欲しいものがあればっていう感じなの

で、ちょっともともとの考え方とは違うの

かもしれないですけど、豊能町今おっしゃ

ったとおり、なかなか企業がなかったりと

か、そういう寄附の返礼品に関して言えば

選んでもらえるものが難しいのかもしれな

いんですけれども、ほかがやっていない、

例えば農業体験ができるとか、それが来る

のかどうかは別にして、いろいろなことを

もっとやっていってほしいなと思います。

これは要望しておきます。 

  またコメリが開店が少し延びてますけれ

ども、実際来年度中には開店するわけです

からその分税収は増収ではあるとは思いま

すけれども、コメリだけではなくてほかの

企業や個人経営さんでも店舗の開店とかっ

ていうのの促進をもっと進めていっていた

だければいいのかなと思いますので、これ

も要望としてお願いしたいと思います。 

  予算についてはもうこれで終わりにさせ

ていただきます。 

  続きまして２番目の基本指針１の８ペー

ジ、給食費についてですけれども、小学校

に関しては物価高騰により食材が高騰して

いる分の補助、中学校に関しては昨年同様

無償化というお話が出ておりますけれども、

小学校の無償化についてはどのようにお考

えなのかお伺いしたいです。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  議員おっしゃられたとおり、今現在豊能

町としては、小中学生のいらっしゃる保護

者の支援を目的といたしまして、中学校給
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食の無償化と、小学校給食の物価高騰分の

一部補助を実施しております。 

  今後、小学校の給食につきましては、私

どもも今まだ報道でしか知ることができな

い状況ではございますが、現在、国のほう

でも無償化についての議論が進められてい

るというふうにお聞きをしております。そ

の動向も含めて今後検討したいと考えてお

ります。 

○議長（永並 啓君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  今答弁にありましたとおり、国の方針と

しては2026年度以降に小学校から無償化し

ようかという話は出ているとは聞いていま

すけれども、2026年度になると豊能町では

小学校、中学校ではなく義務教育学校にな

るわけですよね。ということは、小学校、

中学校のくくりっていうのはなくなります

よね。あくまで義務教育学校って一条校な

ので、小学校、中学校、義務教育学校って

いう義務教育学校という形の別の学校の扱

いになるので、その時点で国がもしも小学

校の無償化がなかったとして、中学生って

いう区切りがない以上、じゃあどこから無

償化するんだという話にもなるんですけれ

ども、その辺もしも国がそういう方針じゃ

なかったとした場合どうするのか、その辺

も考えておられますか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  仙波こども未来部長。 

○こども未来部長（仙波英太朗君） 

  本町におきましては、令和８年４月より

東西それぞれに義務教育学校を設置する方

向で整備を進めております。義務教育学校

になりますと、小学校から中学校までの教

育を一貫して行うこととなり、今までの小

学校、中学校といった学校としての区別が

なくなります。義務教育学校としては、義

務教育学校の前期課程、後期課程という形

で、前期課程が現在の小学校１年生から６

年生、後期課程が現在の中学校１年生から

３年生の年齢の児童生徒が通うこととなっ

ております。法的にはそういう形になって

おりますので、国の動向を今後注目してま

いりますが、私どもとしては１年生から６

年生という扱いで、その義務教育学校の前

期課程も取り扱われるものとして、今後検

討を進めなければいけないというふうには

思っております。 

○議長（永並 啓君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  ちょっと国の方針は前期課程、後期課程

かもしれないですけど、豊能町は４・３・

２制になるので、そこが違うので、それで

言うならば区切りはどこになるんだという

話になってくるんで、その辺も含めて今後

の話とはなりますけれどもちょっと検討し

ていただければと思います。 

  次に行かせていただきます。 

  今度は基本指針３の生活圏の移動の充実

を図り、公共交通ネットワークを維持して

いくことというようなことが書いてありま

すけれども、現状、公共交通が充実してい

るとはとても言えない。特に東地区にいた

っては公共交通は阪急バスのみで、便数も

減って、千里中央便が萱野便になって不便

になっているという話も聞きますし、全然

利便性が上がっているような状況ではない

ので、移動の充実を図るっていうことに関

しては今後どのように考えているのかお伺

いします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 
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  お答えいたします。 

  町政運営方針でも触れておりますが、地

域公共交通は本町の重要な課題であると認

識してございます。特に議員御指摘の東地

区の交通でございますが、路線バスとデマ

ンドタクシーが地域公共交通を現在担って

いる状況であると考えております。特にバ

スにつきましては利用者の減少や、運転手

不足が深刻な状況でもあり、便数の減少や

路線の維持確保が大きな課題となってござ

います。 

  今後、地域公共交通の維持を図る上では

通勤の補助あるいは免許返納された方への

運賃助成などの利用促進を通じた交通事業

者への支援などや関係人口や交流人口を含

めた移住・定住など、町のにぎわいづくり

の取り組みを同時並行的に進めながら、住

民の皆さんともこうした状況を理解してい

ただき、極力公共交通の利用をしていただ

くなど、地域公共交通の維持につなげてま

いりたいと考えております。特に東地区に

おきましてはバス路線の維持を図りつつも、

それを補完する形でのフィーダー機能の拡

充を組み合わせるなど、最適な交通モード

を探りながら、利便性の維持を確保してい

きたいと考えております。 

○議長（永並 啓君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  交通については一般質問のほうでちょっ

と入れてますのでもうこれ以上は質問はし

ないでおきます。 

  最後ですけれども消防団についてという

ことです。 

  消防と連携を図ってというようなことが、

連携強化を図ってというようなことが書い

てありますけれども、もちろん南海地震だ

けに限らず災害が起これば消防団等の活動

も必要になってくる場合が多々あると思い

ますけれども、現状、私が消防団入った当

時は定年が40歳とかというような話でした

けれども、今50歳でも全然いておられます

し、地区によってはもう入る人がいないか

ら次入るまでやめられないとかいうような

ところもあると聞いております。団員の高

年齢化や確保が難しくなっており、各分団

それぞれについても定数が一応ある程度あ

るんですけれども、その定数を確保するこ

とができていないというふうになっており

ますけれども、今後のそういう消防団の在

り方ですね。団員の確保の方法や在り方に

ついてどのようにお考えでしょうか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  消防団員の確保についての御質問だと思

いますが、地域に密着した消防団は従来の

消火救助活動に加え、大規模地震等の災害

時には、避難誘導や避難所運営支援活動等

の多様な役割が求められております。人口

の減少、高齢化により団員の担い手が減少

しており、大規模災害の発生が危惧される

中、消防団員の確保が急務となってござい

ます。これまでも様々な啓発活動を行って

おりますが今年度新たに市街化区域におけ

るお住まいの方が１名入団された状況もご

ざいます。今後も引き続き団員活動のＰＲ

を積極的に行いまして、団員確保に務めて

まいりたいと思っております。また、団員

の減少が本当に著しい状況は認識しており

ますが、団員の活動の範囲を、例えば大会

の方法の見直しでありますとか、あるいは

活動内容の見直し等々、極力団員の加入が

円滑に進むような対策を消防団の役員等々

と話し合いながら確保の維持に努めてまい

りたいと、このように思っております。 
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○議長（永並 啓君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  今ちょっと人１名入られるような話があ

りましたけれども、ときわ台、光風台分団

というのが昔はありまして、平成21年にな

くなってるんですよね。それからもう十何

年たって、最初なくなった当時はそこに所

属しておられた方が、まだ団の活動をした

いからということで、ほかの吉川分団に入

られたりということで活動をされていたの

があるんですよ。また今もう先ほどから啓

発というか、勧誘等でもイベント等に消防

の分団の団員さんが出ていろいろ活動をさ

れて、今もされています。それでもなかな

か増えていない状況で、今、旧村地区って

言ったら変ですけど、９分団になった中で、

その新興住宅地の若い人たちで消防団入り

たいとか、若しくは入りませんかっていう

ようなことをもう少し進めていってもいい

のかなと思うんですけれども、旧村地区の

場合だと大体もう年齢的にこれぐらいの年

齢の人がどこに誰がいてっていうのがわか

ってて、もう直接声が、入ってくれません

かという声が順番にかかっているようなこ

とは多々あるんですけれども、その辺新興

住宅地の方で入っていただけるような、結

構会社員をしていますと夜の訓練とか日曜

日に訓練があってとか、出れる出れないと

かいろいろあるから大変なのも事実ですけ

れども、もっと声をかけていただけたらと

思うんですけど、その辺はどうですか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  確かに新興住宅地の消防団員の方はなか

なか加入はしていただいていないという実

情がございます。これも旧村地区を主に消

防団員が今現在残っておるわけですが、地

域性等々もありなかなか新興住宅地の方が

入りにくい状況もあるのかなという思いは

ございます。 

  今後、団員の減少の一つの対策としてそ

のような新興住宅地の方も含めて、例えば

自治会、行政連絡員会議とか、自治会長さ

んにも御相談するのは、これはもう消防団

の先ほども言いましたが、消防団の役員の

方ともそういう意見の交換もしながら、ど

のような団員確保の充実策を図れるのかい

うのを考えていきたいと思ってございます。 

○議長（永並 啓君） 

  池田忠史議員。 

○１番（池田忠史君） 

  団員の確保をいろいろ働きかけ、またし

ていただければと思います。 

  以上で私の質問を終わらせていただきま

す。 

○議長（永並 啓君） 

  以上で池田忠史議員の質問を終わります。 

  次に、才脇明美議員を指名いたします。 

  才脇明美議員。 

○２番（才脇明美君） 

  ２番・大阪維新の会、才脇明美でござい

ます。議長より指名いただきましたので、

町政運営方針の質問をさせていただきます。 

  基本指針１「住民主役のまちをつくり出

す“ひとづくり”」について、７ページで

ございます。 

  まちを好きと思ってもらえる移住・定住

促進について質問いたします。 

  令和６年度に引き続き、移住就職応援事

業があります。単身世帯は５万円、40歳未

満の夫婦世帯は20万円、中学卒業までの子

育て世帯は30万円と、昨年９月から開始さ

れております。 

  移住者にとって大変ありがたいお得満載
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の事業です。人口が少しでも増えてくれた

らと願います。ここで、なぜ大阪府外から

と限定したのでしょうか。お聞きします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  大阪府外からの移住者に対してと御質問

かと思いますが、大阪府内近隣の自治体か

らの人口の取り合いじゃないんですけど、

そういう影響もありまして、そこは府外か

らの方を対象に事業展開をする必要がある

のかなという考えがございましたので、府

外からの移住を対象と考えて事業を実施、

展開をしているという状況でございます。 

○議長（永並 啓君） 

  才脇明美議員。 

○２番（才脇明美君） 

  先の一般質問でも、最後のほうにこれ言

わせてもらったんですけど、そこで豊能町

出身のＵターンを促進することになってい

るんですね。それまたプラスされて、来年

度、実施してくださるということなんです

よね。これの情報提供というか発信はどの

ようにしていくんでしょうか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  御質問の、豊能町出身者のＵターンの促

進の御質問でございますが、対象といたし

ましては、出生から18歳までに豊能町に住

民登録があった方で、満18歳以上50歳未満

かつ、町外へ転出し２年以上経過した方が

豊能町へＵターン転入した場合に５万円を

支給する取組を想定している事業でござい

ます。 

  制度の周知につきましては、広報とよの、

ホームページはもとより、特に親元を離れ

て町外に転出された方に情報を届けるため

に、例えば自治会等々には周知をお願いし

子どもの世代等に届くようにその他有効な

手段を探りながら周知を進めていきたいと

思ってございます。 

○議長（永並 啓君） 

  才脇明美議員。 

○２番（才脇明美君） 

  親世代もＳＮＳ活用してると思うんです

よね。絶対してます。帰ってくる若者って

言うたら30歳ぐらいの子やと思うんですね。

だから、親は私なんかもうちょっと若い親

ですよね。もう完全にＳＮＳですよね。広

報とよの、なかなか見てくれるかどうか、

娘、息子が帰ってくるとなったら一生懸命

広報とよので調べたり役場に連絡するかも

わかりませんけど、取りあえずＳＮＳで、

何遍も言いますけど、先の一般質問でも言

いましたように、この前、私たち視察に行

きました。そのときにＳＮＳの情報発信、

各部署からの情報発信がかなり有効だった

ということで、入江部長はちょっとやって

みたとか言うてはりましたけど、やっぱり

ＳＮＳがいいと思います。インスタとかホ

ームページ。箕面がたまにインスタで上が

ってくるんですよね。箕面に住みたい人と

か言って。中身は見てないんですけど、そ

のように豊能町に住みたい人とか、ぽんと

したらいいと思います。いかがでしょうか。

その後の続きありますか。12月に一般質問

で言いましたけど、ちょっとやってみたけ

どと、お金がかかるとか言いましたよね。

何のお金がかかるのかわからないと言って、

それで終わってると思うんですけど。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 
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○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  前回の質問でも、視察で行かれた宇多津

町だったと記憶しておるんですが、そこの

ＬＩＮＥですかね、そこの登録とかいうの

は試しにちょっと見させていただきました。

確かにポップアップで情報が見れるとか立

ち上がるというような状況ではございまし

た。 

  本町でも導入するにはコストもかかりま

す。それとその効果、ＰＲ効果といいます

か、その辺も含めて他団体の状況を踏まえ

ながら参考にさせていただけたらなと思っ

てございます。 

  発信のツールとしては、確かに目に触れ

やすいものであるかと思うんですが、その

辺りも含めまして勉強させていただけたら

と思っております。 

○議長（永並 啓君） 

  才脇明美議員。 

○２番（才脇明美君） 

  やっぱり豊能町で生まれ育った子は、一

旦やっぱり華やかな都会に出たいと思って

出て、自転車で通える、ちょっと行ったら

地下鉄やバスに乗れる、そんな便利なとこ

ろに住んでても、やっぱり生まれ育ったこ

の自然豊かな豊能町に帰りたいなって思う

人が昨年で私、３所帯知ってます。帰って

きました。間に合いませんけどね。やっぱ

りそういう子がいるんだわと実感してます。

やっぱり豊能町がいいなと思って帰ってき

てくれるんですよ。だからその情報の提供

の仕方ですよね。それが大事だと思います

のでまた考えてください。 

  次の質問です。 

  基本方針２「未来の活力を生み出す“し

ごとづくり”」について、14ページです。 

  本町が目指す新たなまちづくりを実現す

る都市計画マスタープランについて、用途

変更の見直しと記されています。具体的に

どのように見直すのか、先ほどほかの議員

が聞いておりましたので、各自治会会長に

対して話を進めているということですけど

も、全て終わったのでしょうか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  自治会の役員さんに対しまして説明会を

行っておりまして、12月7日に希望ケ丘を機

に、ときわ台、光風台、東ときわ台と現在

のところ終了しております。残り、新光風

台のほうにつきましては今週末を予定して

おります。 

○議長（永並 啓君） 

  才脇明美議員。 

○２番（才脇明美君） 

  四つの自治会の役員さんに説明したとい

うことで、何か、どのような意見が具体的

に、話せる範囲で結構です。ありましたら

お願いします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  自治会さんから出てきた意見につきまし

ては大きく２点ありました。一つ目は用途

地域を見直すということで、税金関係、例

えば固定資産税に影響するのかといった御

心配です。こちらについては、税について

は３年に一度見直しをしていくということ

ですが、用途にもよるのですが、当日のそ

の説明会では急激な土地の高騰がない限り

は土地の固定資産税の影響は少ないと考え

ておるということで回答しておるというこ

とです。 
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  二つ目のほうですが、にぎわい施設等、

お店等ですね、例えば、ができると住環境

に及ぼす影響があるのではということで、

御質問、役員さんのほうから御質問が出て

たわけなんですが、別の役員さんからは、

近所にお店ができると便利になるのではな

いかとか、近所の皆さんで集える場所がで

きて高齢者の孤立を防げるのではないかと

かそういった肯定的な御意見もいただいて

おります。どちらにしましても、近隣の住

民生活に何かしらの影響を与える可能性が

ございますので、来年度その見直しをする

範囲の居住されている住民を対象に説明会

を開催する予定で、それを踏まえてまちづ

くりのほうを考えていきたいと考えており

ます。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  才脇明美議員。 

○２番（才脇明美君） 

  これ用途の見直しっていうのは、第一種

低層住居専用地域から第二種低層住居専用

地域に変わるんですよね。ちょっとこれは

具体的にはどういう、何ができるんですか。

コンビニとかができるということですね。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。例えば今、第一種低

層住居専用地域であれば、住宅とあと住宅

兼店舗とあと公共施設、学校、病院などが

建設可能なんですが、ここでワンランク上

がりまして第二種低層住居専用地域になり

ますと、150平米までの面積の延べ床面積で

すけども、独立店舗の建設の建築の方が可

能となるということです。 

  以上です。 

○議長（永並 啓君） 

  才脇明美議員。 

○２番（才脇明美君） 

  では、フリースクールとかそういうのも、

希望ケ丘とか新光風台とかにも可能なんで

すか。建築可能ということ。学校というの

は。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  地域によりまして、例えば新光風台であ

れば第一種低層ではなくて第一種中高層に、

また違う用途になっておりまして、用途地

域が変わるとできる、学校でもできる用途

とかあと地区計画等が定めてあるとそれに

よって学校のできる用途も変わってはきま

す。今回その用途がそれぞれ変わることに

よって、学校はもともとその第一種低層で

あれば建設は可能ですので、今後は実際建

てられる中身によりまして協議、府も含め

て協議することになろうかと考えておりま

すので、また御相談いただければと思いま

す。 

  よろしくお願いします。 

○議長（永並 啓君） 

  才脇明美議員。 

○２番（才脇明美君） 

  先ほど秋元議員と管野議員が学校の後の、

定員オーバーで敷地がどうのこうのと言っ

てはりましたから、ぱっと思っただけで、

すみませんいきなり。 

  そして都市計画プランの中で、市街化調

整区域の規制緩和はないですよね。それで

去年も私これ言わしてもらったら、町長は

自然豊かな町を守らなあかんからと答弁が

あったと思うんですけどね。その辺は少し

緩和できるんでしょうか。できないとおっ

しゃったんですけど、この１年をたどって
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いろいろな用途変更とかあって、府とも協

議されてるということを聞いてます。それ

で職員さんが府と協議をしに行ったときに、

政令都市の職員さんから、豊能町近郊保全

区域でしょ、それ潰すんかと、緑を潰すん

かって言われたんですって。その職員は、

うちの職員ですよ、頑張ってるんですよ、

うちの職員さんは。そうしたら豊能町を潰

すんかと思ったらしいんですよ。経済的に

ね。ちょっとでも緩和して、規制緩和して

何かをしたいと思っているのに、ほかの政

令指定都市の職員からそういうこと言われ

て悔しいと。どういうふうな言い方でもっ

ていったら協議していったらいいんだろう

っていうことを私、聞いて、腹立つことや

なと思って、職員さんも頑張ってはんねん

なと私は思っております。 

  市街化調整区域の規制緩和ちょっとでも

考えておられましたら、町長ですかね。よ

ろしくお願いします。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

  お答えいたします。 

  市街化調整区域の中で開発行為をする場

合は、基本的には難しいんですが、一昨年

提案基準Ａということで、国府道から境界

50メートルところまでは開発できるという

ような、緩和できるというような、5,000平

米未満の話ですけども、させていただいて

おります。あとプラス先ほど中川議員の中

でもお話したんですが、そこから漏れてる

もの、例えば学校の廃校予定しているとこ

ろ、吉川小学校とか、そういったところを

予定しておりますので、そういったところ

の廃校を予定してるところは若しくは公共

施設再編で要らなくなる、今後使わなくな

るであろう施設についてが、そこから抜け

落ちておりますので、そこのものについて

開発を促進できるように今現在進めており

まして、それが先ほどしたとおり今月中に

は一応提案基準Ｂということで策定予定を

進めております。令和７年の４月１日付け

施行に向けて、今現在動いておるところで

す。 

  あと、近郊緑地保全区域のお話が出まし

たが、それについては都市計画法とはまた

別の法律になります。あと山であれば、森

林法、その中で保安林といったものでそこ

はまた開発とか伐採ができないとか様々な

法律がありますので、その辺りをクリアし

ないと、なかなかちょっと開発がしにくい

というところでございます。 

○議長（永並 啓君） 

  才脇明美議員。 

○２番（才脇明美君） 

  なかなか開発ができなかったら。この前、

私、座談会したんです、個人的な話ですけ

ど。そしたら住民の方が、やっぱり市街化

調整区域を外したからこの村はあるんだと

かいう村があるんです、富山県で。そのと

きの村長、だからその村長がいたからこの

村は今でも存在しているんだと。だから市

街化調整区域を外すように努力をしたらい

いのではないかという住民さんの意見です

よ。 

  そしてまたある住民さんは、市街化調整

区域を外して一つの山を梅林にしたり、観

光地として、もっと観光地、こんだけ自然

豊かなんだから、何か目玉商品をしたらど

うかということをいろいろ意見を伺いまし

た。期待いたしますので、豊能町が存続で

きますようによろしくお願いしたいと思い

ます。 

  次の質問です。 

  ＡＩオンデマンドバスハニタスの、緑の

中で楽しく暮らせるまちづくりについて、



 2－37 

16ページです。地域公共交通について、Ａ

Ｉオンデマンドバスハニタスの３回目の実

証実験が今されてます。３月１日から１か

月行われています。その後の策は何か講じ

ておられますか。 

○議長（永並 啓君） 

  答弁を求めます。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  お答えいたします。 

  御質問のＡＩオンデマンドバスハニタス

の３回目の実証実験のＫＰＩの測定終了後

の策ということでございますが、現在、３

月１日から３月31日まで実証実験の運行の

結果を踏まえまして運行実績の分析、利用

者のニーズまたその他の交通モード、特に

路線バスの状況の変化に伴う地域移動のニ

ーズ、あるいは費用対効果などを総合的に

勘案しながら検証しながら実装につなげる

かどうかを見極めていきたいと思っており

ます。 

  繰り返しになりますが様々に変化する交

通モードの、公共交通のネットワークの中

で、それぞれの特性を組み合わせながら引

き続き、地域公共交通の維持に努めてまい

りたいと考えてございます。なのでちょっ

と今実証運行期間中ですのでその結果を踏

まえまして今後検討していきたいと思って

ございます。 

○議長（永並 啓君） 

  才脇明美議員。 

○２番（才脇明美君） 

  明日もまた交通の一般質問をせなあかん

のです。 

  この事業は、多様なニーズに応える新た

な移動サービスとして、多額なお金を負担

しています。サービスにはそれなりのコス

トがかかりますわね。いいなと思うものに

は、やっぱりいっぱいお金かかったりしま

すよ。何が言いたいかといいましたら、何

かを手に入れるには何かを失います。でも、

このハニタスは何も得れなかったかなと思

っているんです。でもそれをぐちゃぐちゃ

言うとっても仕方がないです。前進しなあ

かんと思ってます。この少子高齢化の中、

前町長はいろいろなことを考えて、これも

してきたんだと思いますけど、また明日も

言いますけど、コンサル丸投げでこうなっ

たと思うんですけどね。答弁はいいです。

前進するのみと思っております。町長も２

年たちまして、折り返し地点ということで、

混乱したこの豊能町政運営のときに就任さ

れて、私はとても町長が就任されてうれし

く思いますし、そしてこの雰囲気も豊能町

の役場の中も変わったなと思っております。

より一層、これからも前進していくように、

前進していかなければならないと考えてお

ります。 

  以上で才脇明美の質問を終わらせていた

だきます。 

○議長（永並 啓君） 

  以上で才脇明美議員の質問を終わります。 

  答弁修正がございますので指名いたしま

す。 

  入江総務部長。 

○総務部長（入江太志君） 

  すみません。一つ答弁修正をさせていた

だきたいと思います。 

  先ほど池田議員のほうから、東地区の公

共交通の件で御質問ございまして、事業者

の支援というところで、通学補助とか免許

返納のされた方の高齢者の事業者運賃補助

ということをお伝えしたかったんですが、

この通学補助を通勤補助という形でちょっ

と誤って答弁をしておりましたのでこの場

をお借りして、発言の修正をお願いしたい

と思います。どうもすみませんでした。 

○議長（永並 啓君） 
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  町政運営に対する質問は今回で３回目で

すが、住民生活に最も身近な来年度の１年

の豊能町をどうするかという町政運営に限

った質問ですので、ぜひとも来年度は全議

員が質問されることを期待したいと思いま

す。 

  以上をもって本日の日程は全部終了いた

しました。 

  本日はこれをもって散会いたします。 

  次回は明日３月６日午前９時半より議員

による一般質問、会議を開きます。 

  どうもお疲れさまでした。 

 

散会 午後０時17分 
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本 日 の 会 議 に 付 さ れ た 事 件 は 次 の と お り で あ る 。  

町 政 運 営 方 針 に 対 す る 質 問  
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  以 上 、 会 議 の 次 第 を 記 し 、 こ れ を 証 す る た め こ こ に 署 名 す る 。  

 

 

 

    令 和   年   月   日 署 名  
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      署 名 議 員  ９ 番  
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